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　                          　項　　　　目指導者教　員

1国が目指している医療・看護の動向を説明できる3210－

2現代社会における地域包括ケアシステム構築の意義と課題を説明できる3210－

3チーム医療の意義を説明できる3210－

4多職種協働における看護職の役割を説明できる3210－

5地域医療提供体制における在宅医療の位置づけ、意義を説明することができる3210－

6地域医療提供体制によるシームレスケアの意義を説明できる3210－

7在宅療養生活における安全確保の意義について説明できる3210－

8退院支援・退院調整における看護職の果たすべき役割を説明ができる3210－

9多様な住まいの場におけるリスクを予測しその対応方法について説明できる3210－

10多様化する家族形態に対応する看護の在り方について見解を述べることができる3210－

11多様な住まいの場における多職種協働に関する課題を説明することができる3210－

12多様なニーズに対する自己決定支援、自立支援の在り方について見解を述べることができる3210－

13地域コミュニティーにおいて展開する訪問看護の意義と役割についで説明できる3210－

14在宅療養支援の質の向上のための看々連携について見解を述べることができる3210－

15在宅療養を支援する多職種協働における看護管理の役割が説明できる3210－

16災害時発生時の訪問看護における看護管理の機能と役割について説明できる3210－

17

あらゆる健康レベルにある対象者を支援する訪問看護師の人材育成についての課題を述べるこ

とができる

3210－

18

訪問看護ステーションを円滑に経営・運営するために必要な経営的視点に立ったマーケティン

グや経営戦略について見解を述べることができる

3210－

19「看護者の倫理綱領」に基づいて提供される在宅看護の実際を説明できる3210

20「看護者」の一員であることを自覚し、倫理綱領を参考に自らを律しながら行動できた3210

21「看護者」の一員であることを自覚し、責任を持って実習に取り組むことができた3210

22実習に必要な学習を積極的に行うことが出来た3210

23自己の意見を主体的に述べることができた3210

24傾聴共感的コミュニケーションを行うことができた3210

25リーダーシップ、メンバーシップを発揮することができた3210

26問題意識を持って主体的に実習に望むことができた3210

27簡潔明瞭に記録し表現することができた3210－

28提出物の期限を厳守することができた3210

-

29適切なテーマを設定している－210－

30文字数は適切である－210－

31起承転結に基づいて論説している－210－

32学んだことを文献等を基に論理的に考察している－210－

33自己の課題は明確になっている－210－

34テーマに沿って論述し、論旨に一貫性がある－210－

35誤字脱字はない－210－

36文献を明示している－210－
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